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旧
暦
の
１
月
15
日
に
あ
た
る
２
月
８
日

に
、
逢
坂
八
幡
神
社
（
松
河
原
）
で
管
粥
神

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
管
粥
神
事
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

逢
坂
八
幡
神
社
の
伝
統
行
事
で
す
。
集
落
か

ら
持
ち
寄
っ
た
白
米
と
24
本
の
竹
筒
を
鉄
鍋

で
煮
て
、
竹
筒
に
詰
ま
っ
た
粥
の
量
で
、
そ

の
年
の
農
水
産
物
の
豊
凶
を
占
う
も
の
で
、

粥
の
量
が
多
い
ほ
ど
豊
作
と
さ
れ
ま
す
。

　

神
事
の
あ
と
、
各
集
落
の
総
代
の
皆
さ
ん

が
見
守
る
中
、
管
粥
が
炊
か
れ
、
粥
の
詰
ま

り
具
合
を
逢
坂
八
幡
神
社
の
太
田
貴
能
禰
宜

が
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
が
募
集
し
た
「
と
っ
と
り
の
魅
力

発
信
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
大
山
テ

レ
ビ
部
製
作
の
「
イ
ナ
カ
の
中
学
生　

心
の

叫
び
」
が
、
応
募
数
42
作
品
の
中
か
ら
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
山
テ
レ
ビ
部
は
、
大
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

番
組
制
作
を
手
が
け
る
ア
マ
ゾ
ン
ラ
テ
ル
ナ

大
山
オ
フ
ィ
ス
の
呼
び
か
け
で
で
き
た
、
大

山
町
住
民
で
作
る
映
像
ク
ラ
ブ
で
す
。
応
募

し
た
映
像
作
品
は
、
中
学
生
の
部
員
た
ち
が

『
身
近
な
日
常
に
感
じ
た
大
山
町
な
ら
で
は

▲

表
彰
状
を
手
に
す
る
村
岡
さ
ん（
左
か
ら
２
人
目
）

　

海
藻
や
サ
ワ
ラ
、
イ
カ
が
十
分
、
昨
年
二

分
だ
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
六
分
と
い
っ
た

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
水
産
物
全

般
を
占
う
『
大
年
（
お
お
と
し
）』
の
竹
筒
が
、

十
分
と
告
げ
ら
れ
る
と
「
よ
し
！
」
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

総
代
長
を
務
め
る
高
見
英
毅
さ
ん
（
松
河

原
）は
、「
近
年
ま
れ
に
見
る
好
結
果
と
な
り
、

ほ
っ
と
し
た
。
こ
の
結
果
に
慢
心
せ
ず
、
皆

で
精
進
し
て
良
い
一
年
に
な
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

の
お
も
し
ろ
さ
』
を
切
り
口
に
、
中
学
生
目

線
で
紹
介
し
た
動
画
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
の
「
令
和
新
時
代
と
っ

と
り
元
気
フ
ェ
ス
」
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

テ
レ
ビ
部
か
ら
は
、
動
画
撮
影
に
関
わ
っ
た

村
岡
凛
さ
ん
（
米
子
西
高
2
年
）
が
出
席
し

賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
入
賞
作
品
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
2
月
5
日
か
ら
米

子
鬼
太
郎
空
港
で
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
（
終

期
未
定
）。

で
き
た
よ
！ 

わ
た
し
の
お
ひ
な
さ
ま

　

フ
ェ
ル
ト
生
地
を
使
っ
て
、
ひ
な
か
ざ

り
を
作
る
講
座（
図
書
館
大
山
分
館
主
催
）

が
、
2
月
1
日
に
大
山
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
ひ
な
か
ざ
り
は
、
着
物
・
尺
・

顔
・
髪
・
か
ん
む
り
と
い
っ
た
フ
ェ
ル
ト

の
パ
ー
ツ
を
、
毛
せ
ん
に
見
立
て
た
台
紙

に
貼
り
、
お
内
裏
様
と
お
雛
様
を
作
り
ま

す
。
あ
と
は
、ペ
ン
で
顔
の
表
情
を
つ
け
、

ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
や
ス
パ
ン
コ
ー
ル
、
水

引
で
飾
り
を
つ
け
れ
ば
完
成
で
す
。

　

各
パ
ー
ツ
の
配
置
・
配
色
の
具
合
や
、

目
の
大
き
さ
、
ラ
イ
ン
の
太
さ
な
ど
で
表

情
に
変
化
が
生
ま
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
光
る
ひ
な
か
ざ
り
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

▲ボンドで桃の花をつけよう

▲竹筒をあけ、詰まり具合を確認していきます


